
7
月
31
日
、
参
議
院
の
沖
北
特
別
委
員
会
の
国
会

議
員
ら
が
根
室
を
訪
問
し
、
現
地
の
視
察
や
元
島
民
、

や
行
政
機
関
等
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

一日 も 早 い北方墓参 を 再開 を
元島民ら関係者が参議院の特別委員会に要請

今
回
の
参
議
院
特
別
委
員
会
の
視
察

に
共
産
党
か
ら
参
加
し
た
紙
智
子
議
員

は
、
返
還
要
求
運
動
を
3
世
4
世
に
繋

い
で
い
く
た
め
に
、
求
め
ら
れ
る
対
策
は

何
か
を
質
問
。
千
島
連
盟
の
鈴
木
副
理

事
長
は
若
い
世
代
が
行
動
し
や
す
い
環

境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
、
具
体
的
に
は
要

望
し
て
い
る
融
資
制
度
の
拡
充
や
3
世

4
世
の
『
語
り
部
』
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
、

学
校
教
育
で
の
対
策
な
ど
が
必
要
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

続
く
行
政
関
係
者
と
の
懇
談
で
も
外

交
交
渉
や
安
全
操
業
の
継
続
な
ど
様
々

な
要
望
や
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
中
で
紙
議
員
は
北
方
基

金
の
原
資
１
０
０
億
円
を
取
り
崩
し
て

き
た
こ
と
に
対
す
る
今
後
の
課
題
を
尋

ね
ま
し
た
。
北
隣
協
会
長
で
あ
る
石
垣

根
室
市
長
は
財
源
確
保
の
た
め
に
は
、
沖

縄
県
の
よ
う
な
新
た
な
交
付
金
の
制
度

と
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

再
度
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
紙
議
員
は
標
津
町
の
北
方
領

土
館
の
整
備
を
国
会
質
問
し
た
こ
と
に

触
れ
、
そ
の
後
の
内
閣
府
の
対
応
が
ど
の

程
度
進
ん
で
い
る
の
か
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
標
津
町
の
山
口
町
長
は
内
閣

府
と
町
が
事
務
レ
ベ
ル
で
話
し
合
い
し
て

い
る
が
、
ま
だ
具
体
的
な
も
の
に
な
っ
て

い
な
い
状
況
と
報
告
し
て
い
ま
し
た
。

8
月
5
日
、
一
般
社
団
法
人
漁
業
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
主
催
の
水
産
業
講
演
会
「
水
産
関
係
者
と
の
意
見
交
換

会
」
が
ベ
ル
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
根
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ン
マ

や
マ
イ
ワ
シ
、
サ
バ
の
海
況
・漁
況
予
報
や
資
源
の
見
通
し
等

に
つ
い
て
、
市
内
水
産
関
係
者
等
に
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

水
産
研
究
・
教
育
機
構

水
産
資

源
研
究
所
の
宮
本
氏
は
「
２
０
２
4

年
度
サ
ン
マ
長
期
漁
海
況
予
報
」
に

つ
い
て
、
6-

7
月
に
実
施
し
た
調

査
結
果
か
ら
、
今
年
の
漁
期
の
来
遊

量
は
海
洋
環
境
等
の
状
況
も
あ
り

昨
年
と
同
様
の
低
水
準
と
な
る
こ

と
。
8
月
～
9
月
は
公
海
に
漁
場

が
形
成
さ
れ
、
10
月
に
は
道
東
海
域

や
北
方
四
島
周
辺
お
よ
び
隣
接
す

る
公
海
に
来
遊
し
、
漁
況
は
一
時
的

に
上
向
く
と
い
う
見
通
し
を
説
明

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
同
研
究
所
の
由
上
氏
は

「
マ
イ
ワ
シ
・
マ
サ
バ
の
資
源
動
向
」
に

つ
い
て
、
マ
イ
ワ
シ
の
資
源
量
は
２
０

２
０
年
以
降
は
横
ば
い
、
マ
サ
バ
に

つ
い
て
は
日
本
の
み
な
ら
ず
中
ロ
で

も
漁
獲
が
減
少
に
転
じ
て
お
り
、
資

源
量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
を

解
説
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

8
月
4
日
、
「
第
31
回
根
室
市
福
祉
団
体
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
」
が
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
市
内
の
障
害
福
祉
事
業
所
や
福
祉
団

体
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
障
害
福
祉
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

実
行
委
員
会
と
根
室
市
心
身
障
害
者
（
児
）
団

体
連
絡
協
議
会
の
共
催
で
行
わ
れ
、
根
室
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
や
根
室
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
方
々
が
、
当
日
も
早
く
か
ら
準
備
・

運
営
な
ど
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
風
船
割
り
ゲ
ー
ム
や
灯
油
缶
を
叩

い
て
リ
レ
ー
す
る
「
ガ
ン
ガ
ン
た
た
き
リ
レ
ー
」や

「
紅
白
玉
入
れ
」
な
ど
、
競
技
に
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
昨
年
４
年
ぶ
り
に
再
開
し
、
今

年
も
無
事
に
こ
う
し
た
行
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
、

長
い
間
継
続
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
関
係
者

皆
さ
ん
の
努
力
に
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

根
室
の
経
済
を
支
え
る

サ
ン
マ
は
不
漁
が
続
き
昨

年
度
の
全
国
の
水
揚
量
は

2
万
４
４
３
３
ｔ
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
過
去
最
低

だ
っ
た
前
の
年
よ
り
回
復

し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し

て
低
水
準
が
続
い
て
い
ま

す
。
過
去
２
０
０
８
年
に

は
34
万
３
２
２
５
ｔ
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
８
月
10
日
に
一

斉
解
禁
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
の
見
通
し
は
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

根室市福祉団体スポーツ交流会が
今年も賑やかに開催されました

今
年
の
サ
ン
マ
来
遊
量
は
低
水
準
（昨
年
と
同
水
準
）
と
予
測

水
産
業
講
演
会
「水
産
関
係
者
と
の
意
見
交
換
会
」
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納
沙
布
岬
の
視
察
の
あ
と
、
参
議
院
の

沖
北
委
員
会
は
ニ
ホ
ロ
で
元
島
民
ら
関

係
団
体
、
行
政
関
係
者
な
ど
と
懇
談
。

千
島
連
盟
の
松
本
理
事
長
は
元
島
民

の
平
均
年
齢
が
88
歳
を
超
え
る
中
、
悠

長
に
待
っ
て
い
る
時
間
は
無
い
と
北
方

墓
参
の
早
期
再
開
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

ま
た
返
還
運
動
を
次
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
も
北
対
協
の
融
資
制
度

の
拡
充
や
、
国
内
の
関
心
が
薄
れ
る
中
、

国
内
外
へ
の
世
論
喚
起
や
情
報
発
信
の

強
化
な
ど
対
策
の
充
実
を
強
く
要
望
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
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